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評価結果の総合所見 

本課題は、人と同等の物体操作技能をロボットに獲得させるため、長期推論を可能にし、複数動

作を組み合わせできる制御技術の確立を目指すものである。 

目標に対して期待以上の成果を上げており、企業との共同研究も進んでいるなど、イノベーション

創出が大いに期待できる。 

ロボットのユーザー利便性などを向上し、複数の企業との社会実装可能な状況までになっている

ことは高く評価できる。将来的には本研究成果は、肉体労働を必要とする幅広い業種で実用され、

社会的・経済的なインパクトが期待される。 
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